
 

 

「キネステティクの概念に基づいた身体の動かし方」 

講 習 会 

 

平成 28年 11月 8日に、デイサービスセンターすまいる青葉にて、 

大牟田市立病院 リハビリテーション科：理学療法士 山下 満博 先生に 

お越しいただき、キネステティクの概念や基本・動きの向き・機能トレーニング・クール 
ダウンの方法など教えて頂きました。 

すまいるホームスタッフ、約３０人集まりキネステティクの概念に基づいた身体の動かし方について勉強 

させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         山下先生より 

      皆さん熱心に聞いて下さってありがたかったです。 

      今回の研修を、施設で生かして頂けるとうれしいです。 

ゲスト様、介助者の負担がない介助方法だと思います。 

相手の動きについていくつもりで、相手の心地よい動作を支援できるように、今

後、取り入れていきたいと思いました。 

筋で動かし骨で支える事、押し引きを意識して行う事が大切 

スパイラルを取り入れていく事で、ゲスト様の能力を高めていきたいと思います。 

自分たちが体の動き方を学ぶ事で、利用者様により良いリハビリやケアを提

供していけることがうれしく思います。 

ウォームアップやクールダウンの具体的な方法を教えてもらえた事は、今後

に大変、役立てるものと思います。 

山下先生の講習を受け、隣の職員とシュミレーションで、上肢の屈伸運動を

やってみてとてもためになりました。屈曲、伸展は、利用者様に合わせて無

理のないように行い、リハビリを行っていきたいと思います。 

リハビリについてもっと勉強しなければならない事、利用者様の ADL をき

ちんと知っておかなければ、リハビリは出来ないので、きちんと状態の把握

に努めます。 

とても、勉強になりました。リハビリを見たことはありますが、実践になるとな

かなかやり方がわかりませんでした。 

オムツ交換前や体位変換時は、必ず習ったことを活かしていきたいです。 

利用者様も負担がなく、スタッフも腰を痛めたりしないメリットがあると思いま

した。山下先生に教えて頂き、いい介護が出来るようになると感じました。 


